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「活躍」 
校長  柴 澤 明 子 

 

 １年生の生活科で、古くから伝わる遊びをやってみようという学習があります。「けん玉」

「お手玉」「紙風船」「かるた」「コマ回し」「竹とんぼ」「あやとり」…。子どもたちにやり

方を教えると、みんな夢中になって遊びます。 

 

 冬休み前の子どもたちへのお話です。 

１年生は今、生活科で「古くから伝わる遊び」の学習が始まりましたね。けん玉や紙風船

やコマ回しは、みんな手を使う遊びです。これらは微妙な力の入れ加減でうまくいったりい

かなかったりしますよね。実は、手と脳は深い関係があり、手をよく動かす

ことによって、脳が成長するのですって。（中略） 

冬休みは、たとえコマ回しやけん玉はできなくても、家族や親戚と一緒に

お話をしたり、手を使っておうちの仕事をしたりすることで、脳は活性化し

成長するそうです。ぜひ、チャレンジしてくださいね！ 

 学校で行っている「元気チェック週間」の結果を見ると、ゲームや動画を見る時間をセー

ブするのが大変であることがうかがえます。しかし、中には、やってもいい時間を決めた、

声を掛け合ってゲームをやめ、読書の時間にしたなどの工夫も見られました。 

大人の私たちもスマホがない生活が考えられなくなったように、子どもたちにとっても、

ゲームや動画のない生活は難しいのかもしれません。でも、だからこそ、家族が一緒に過ご

せる時間を作ってほしいと思います。ちょっとゆったりした冬休みに、一緒に話をしたり、

「うちどく」で本を読んだり、年末年始の”冬支度“を一緒にしたりするのもよいでしょう。 

 

思い返せば、家族総出でやった「障子の張り替え」や「菊もぎ」（これは“新潟の言葉”

だそうです！）、はりはり漬けの大根を切ったり、家じゅうのほこりをはらったりするのに、

子どもの私も大活躍でした。大人がやればあっという間だったでしょうに、黙ってやらせて

くれたおかげで、家族の役に立てたことをちょっと誇らしく思ったものです。 

 

令和７年、子どもたちは学校でたくさんのことを学び、たくさ

んのことができるようになりました。冬休みはぜひ、おうちでそ

の力を発揮させてあげてください。きっと、子どもたちの活躍に

驚くことでしょう。 

それでは、大鷲小学校の子どもたちの成長を喜びつつ… 

－皆様、どうぞよいお年をお迎えください－ 



【大鷲っ子祭り】１２月５日（金） 

 １２月５日（金）に児童会主催「大鷲っ子祭り」が行われました。３年生から６年生まで

は各クラスで出店をし，前半・後半に分かれ店番とお店巡りをしました。また１・２年生は

常にお客として，様々な出店を巡っていました。どの子も待ちに待った「大鷲っ子祭り」な

ので，とても意欲的にお客さんを楽しませようと一生懸命、案内したり盛り上げたりしてい

ました。保護者の皆様からも多数参加いただきました。お陰様でより一層子どもたちもやる

気を出してお迎えすることができました。 

ありがとうございました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2年生まつり】１２月１５日（月） 

 ２年生は１年生を招待しての「２年生まつり」を開催しまし

た。上級生の開いてくれたおまつりに触発されて、１年生を楽

しませようと張り切ってお店を開きました。ゲームで成功した

ら、一緒に喜んだり、難しいところは一緒にやってみたり、困

っていることはないか聞いてみたり、すてきなお兄さんお姉さ

んぶりを発揮していました。 

自分たちの手で自分たちの楽しみを作り出すこと、相手の立

場になって考え、共に行動すること･･･「笑顔と一生懸命」が上

の学年から下の学年へと受け継がれています。 

 

 

 

 

 

◆冬季休業中の閉庁期間について◆ 

【学校閉庁期間】  令和７年12月26日（金）～令和８年１月４日（日） 

【緊急時連絡先】     新潟市教育委員会 学校人事課 ０２５－２２６－３２３７ 

 ※ 学校閉庁期間に緊急連絡が必要な際は，上記連絡先までお願いします。 

 


